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楽しく考えるための情報環境再考

情報創造という面からネットワークに注目すると、端末

としてのPCのあり方やPCとわれわれの関係を見直さ

なければならないことに気づく。

たとえば、情報創造の支援装置を新たにデザインし

ようとすれば、メッセージの効率的な伝達というスタンス

とは違ったアプローチを考えなければならない。人の

振る舞いの中に潜んでいる、瞬間的な「ひらめき」や「意

図」を暗示する微細なアクセントを見落とさないように取

り込むことが必要になる。そのための方法を考えると、

現状のほとんどのPCが採用しているタイピング中心の

情報入力の作法「タイピング・メソッド」は、発想やひら

めきに向かおうとしているわれわれの意識を阻害する

ものと言わざるを得ない。

これに対してわれわれが採用すべきは、前回述べた

ように、落書き的な自由度を持ち、瞬間的なひらめきを

記述できる「グラフィティー・メソッド」である。情報創造

のためのネットワークにはこうした機能を端末の中に装

置化することが望まれる。

一方、われわれが目指しているのは、メディアを介し

て人と人が互いに「気づき」をもたらす環境の実現だ

が、そのためにはユーザーと情報機器が1つのユニッ

トとして、どのように機能すべきかを改めて考えなくては

ならない。というのは、われわれはこれまで、情報や知

識の供給を全面的に情報機器に依存する環境を理想

としてきた経緯があるからだ。

さまざまな断片情報を手元の情報機器の中に蓄えて

いく。これらがネットワーク化されると、巨大な情報のラ

イブラリーが生まれることになる。そこには知るべきす

べての情報が収められており、適切に検索して組み合

わせることができれば、求める情報が手に入る……。こ

れは以前に取り上げた古典的な情報共有のモデル、

「ジョハリの窓」で説明された考え方である。

この環境下では情報の蓄積から取り出しまで、人は

多くをマシンの能力に依存する。われわれはこうした関

係が当然だと考えてきた。人に要求される思考作業を

極力小さくし、マシンというアシスタントにすべてを任せ

てしまうことこそが理想とされてきたのだ。

これはかつてテクノロジーが約束する未来世界として

語られてきた人工知能の夢、「あなたは何も考えなくて

いい」につながるアプローチでもある。しかし「考える

こともマシンにまかせてしまう」なら、いったい人は何を

するのか。われわれは単に情報を消費することだけを

期待されているのだろうか？

それはともかく、情報共有のためのシステムでは、よ

り多くの役割をマシンが担う。なぜなら、ユーザーが情

報を理解するためには、単語よりも文章、さらにビジュ

アルといった具合に、より大量かつ詳細な情報を構造

化された形で必要とするからだ。

これとは対照的に、情報創造に向けて機能するユニ

ットでは、人に要求される役割の方が大きい。

思いつきやひらめきを創出することを目標とするなら、

マシンが提示する情報はワープロ文書のようにリニアで

整合性のあるものでなくてもかまわない。求められてい

るのは、ユーザーが振る舞いの中に託した微細なニュ

アンス、連想を刺激するフラグメントである。これによっ

て別の立場、別のコンテクスト上にいる他のユーザーの

発想を（たとえそれが誤解であっても）引き出すことが重

要なのだ。

情報創造を支援する機器は、必ずしも従来の情報機

器のように完全な形で情報を蓄積し、提供する必要は

ない。ユーザーとマシンの間でどのように情報を持ち合

うか、という点について極端なことを言えば、マシンは

気づきのための何らかのサイン……たとえば音声や身

振り手振りなどの多様なスタイルを提示することでユー

ザーを触発できさえすれば良いのである。

外界からの情報を編集し、情報機器が表示した情報

の意味を解釈し、さらに新たな情報を作り出す……結

局のところ、あらゆる情報行動の基点にいるのは人で

ある。そして、情報創造支援とはその人が楽しく考える

ことのできる環境をデザインしていくことに他ならない。

そう考えると、技術の都合で発展してきたPCやネッ

トワークからいったん離れ、人間の思考や表現行動を

さまざまなモードで観察し、じっくり分析していくことが

ますます重要に思えてくる。
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